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授業のけじめをつけ、先生や友だちの話をしっかり聞いた。

授業中は、進んで課題に取り組み、自分の考えを発表した。

すぐにできないことでも、あきらめず、ねばり強く学習した。

業間や昼休みに、友だちと仲良く遊んだ。

なかよし班や通学班では、協力しなかよくした。

友達や先生、地域の人に進んであいさつした。

朝や業間のとき、進んで外で運動（遊び）をした。(外遊びができるとき）

悩みごとはすぐ相談して解決し、明るく生活できた。

けがをしないよう安全を考え、手洗い・消毒など衛生にも気を付けた。

学校へ行くのが楽しい。

いろいろなことが分かり、授業が楽しい。

思いやり・協力・命の大切さなど、道徳の授業や普段の生活の中でいろいろ学…

だまって掃除ができた。

なかよし遊びなどの児童会活動は楽しい。

コロナ感染症予防、地震や火事のときどうすればよいかを教えてもらっている。

交通事故や不審者に気をつけるよう、教えてもらっている。

先生は、いじめなど私たちの困っていることに対応してくれる。

先生は、がんばったときにきちんとほめてくれる。

先生は、私たち一人一人に公平に接してくれる。

先生は、私たちがよくないことをしたら真剣にしかってくれる。
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A B C D中小児童教育アンケート R5．1実施

十分あてはまる ほぼあてはまる

あまりあてはまらない

まったくあてはまらない

３年生以上で，後期の学校生活を振り返るアンケート調査を実施しました。

◇災害や事故対応についてのA評価は９割以上でした。「命を守る訓練」では、実施日を予告せず、自分のいる場所に応じた地震時の避難方法、また、出火場所を意識した避難経

路を各自が考え、訓練を行いました。今後も、状況に応じて判断し、適切に行動できる児童の育成に努めていきます。

◇「なかよし班や通学班では、協力しなかよくした」「なかよし遊びなどの児童会活動は楽しい」では、前期同様、A・B評価がどちらも９割以上でした。特に、なかよし遊びにおいては、

下学年が楽しめる遊びになるよう、６年生が計画的に準備を行い、楽しく触れ合うことができました。また、活動後に下学年が６年生に「楽しかったです。」「準備してくれてありがと

う。」などと感謝の気持ちを伝える姿もいくつか見られました。来年度も、なかよし班での活動を通して、よりよい人間関係を育成し、学校生活の充実と向上を図る態度を養っていき

ます。

◇「思いやり・協力・命の大切さなど、道徳の授業や普段の生活の中でいろいろ学べた」では、A・B評価が95％でした。日々のすてきみつけやひびきあい活動を通して、仲間のよさ

を認め合える姿が多く見られました。今後も、一人一人の違いやよさを認め合い、思いやりのある人間関係の育成に努めていきます。

◆学習面では、「授業中は、進んで課題に取り組み、自分の考えを発表した」において、前期より少し達成率が上がったものの、まだ弱さが見られます。学習課題に対する自分の考

えをもてるよう、前の学習内容との違いを明らかにしたり、教科書やノートを振り返り、既習の内容を活用しながら自分の考えをもったりできるよう、引き続き、指導・援助を行い、主

体的に学ぶ授業づくりに努めていきます。


